
拝
啓　

同
窓
の
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
母
校
秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
は
、
令
和
五
年
九
月

一
日
を
も
っ
て
創
立
百
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

秋
田
高
校
は
、
明
治
六
年
の
創
立
以
来
、
そ
の
長
い
歴
史
を
通
じ
て
、

文
武
両
道
と
自
主
自
律
の
精
神
の
も
と
、
品
性
の
陶
冶
を
目
指
し
た
全
人

教
育
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
幾
多
の
有
為
な
人
材
を
生
み
、
な
お
新
し

い
時
代
を
拓
か
ん
と
躍
動
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
同
窓
の
各
位
と
と
も

に
ま
こ
と
に
同
慶
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
少
子
化
の
波
に
と
も
な
い
、
現
在
は
校
歌
に
あ
る
一
千

健
児
を
割
り
込
み
一
学
年
七
学
級
、
全
校
生
徒
八
百
人
余
と
な
り
、
母
校

を
取
り
巻
く
環
境
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を

み
る
に
、
母
校
の
な
お
一
層
の
充
実
、
発
展
を
期
す
る
こ
と
は
、
我
々
同

窓
生
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
度
創
立
百
五
十
周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
秋
田

高
校
で
す
ご
し
た
青
春
の
日
々
に
感
謝
し
つ
つ
母
校
の
教
育
の
さ
ら
な

る
発
展
を
願
い
、
教
育
施
設
設
備
の
整
備
、
教
育
活
動
の
活
性
化
支
援
、

百
五
十
年
史
、
新
先
蹤
録
の
刊
行
な
ど
記
念
事
業
を
行
う
た
め
の
資
金
と

し
て
一
口
五
千
円
を
募
り
、
目
標
額
を
五
千
万
円
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

何
卒
、
母
校
の
発
展
と
後
輩
育
成
の
た
め
、
ご
寄
付
賜
り
た
く
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

敬　

具

　

令
和
四
年
七
月

　
　
　
　
　

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校

　
　
　
　
　

創
立
百
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
委
員
長

�

同
窓
会
長　
　

銭　

谷　

眞　

美

　

同
窓
会
会
員　

各
位 秋

田
県
立
秋
田
高
等
学
校

創
立
百
五
十
周
年
記
念
事
業

募
金
趣
意
書

　

秋
田
高
校
は
、
令
和
5
年
9
月

1
日
に
創
立
1
5
0
周
年
を
迎
え

ま
す
。同
窓
会
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、

母
校
の
教
育
振
興
を
目
的
と
し
た

教
育
振
興
基
金
の
拡
充
な
どｚｚ
を

計
画
し
ま
し
た
。
事
業
資
金
と
し

て
5
0
0
0
万
円
の
目
標
額
を
設

定
し
、
1
口
5
0
0
0
円
の
募
金

を
全
会
員
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

主
な
記
念
事
業

①  

秋
田
高
校
教
育
振
興
基
金
の

拡
充�

3
0
0
0
万
円

②  

1
5
0
年
史
の
刊
行�

�

　
　
　
　
　

�

8
0
0
万
円

③  

新
先
蹤
録
の
刊
行�

�
�

5
7
0
万
円

④  

同
窓
会
員
デ
ー
タ
管
理
シ
ス

テ
ム
の
更
新�

5
0
0
万
円

⑤  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル�

1
5
0
万
円

⑥  

同
窓
会
だ
よ
り
臨
時
号
の
発
行

�

3
0
0
万
円

募
金
計
画

◆ 
目
標
額�

5
0
0
0
万
円

◆ 
期　

間

　

 
令
和
4
年
7
月
か
ら�

�
令
和
5
年
8
月
末
日
ま
で

◆ 

募
金
方
法

　

 

1
口
5
0
0
0
円
。
で
き
れ
ば

2
口
以
上
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
5
0
0
0
円
未
満
で
も
あ

り
が
た
く
受
付
し
ま
す
。

◆ 

払
込
方
法

・ 

同
封
の
払
込
用
紙
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
払
込
先
の
受
領
証
を

も
っ
て
領
収
証
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・ 

現
金
書
留
又
は
秋
田
高
校
同
窓

会
事
務
局
ま
で
ご
持
参
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。

◆ 

問
い
合
わ
せ
先

　

〒
0
1
0
・
0
8
5
1

　

秋
田
市
手
形
中
台
一
番
地

　

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
内

　

 

創
立
1
5
0
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局

　
電　

話 

0
1
8
・
8
3
2
・
9
5
5
3

　
F
A
X 

0
1
8
・
8
3
2
・
9
5
8
8

　

Ｅ
メ
ー
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秋田高校創立150周年記念事業　予算
収入の部� （単位：円）

項　　目 予�算�額 摘　　要
繰入金 15,000,000 基金会計からの繰入
有償頒布 6,000,000 150年史の有償頒布
寄付金 50,000,000 1口 5千円（できれば2

口以上。5千円未満も可）
合　　　　計 71,000,000

支出の部
項　　目 予�算�額 摘　　要

①教育振興基金の拡充 30,000,000
　⑴�「北雄の翼」支援事業 17,000,000 170万円×10年
　⑵�講演会講師派遣費 10,000,000 100万円×10年
　⑶��大体育館電動スクリーン・プロジェクター 3,000,000
②150年史の刊行 8,000,000 A4版変形、本文約400頁、

グラビア32頁、3千部
③新先蹤録の刊行 5,700,000 A5版、縦書き2段組約 300頁、3千部
④同窓会員データ管理システムの更新 5,000,000
⑤ホームページのリニューアル 1,500,000
⑥同窓会だより臨時号の発行 3,000,000
⑦記念行事、祝賀会、通信費など 3,300,000 記念行事、祝賀会など
⑧羽城館整備費 1,500,000 建築設備、空調機器の整備
⑨事務局費 2,500,000
⑩予備費 500,000
⑪繰出金 10,000,000 基金会計へ繰出し

合　　　　計 71,000,000

記
念
事
業
に
５
０
０
０
万
円
募
金

目
標
ま
で
1
1
0
0
万
円

オ
ン
ラ
イ
ン
募
金

が
可
能
に

同
窓
会
副
会
長�

�
�

（
財
政
担
当
）

�
�

三
　
浦
　
廣
　
巳

　

日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
並
び
に
募

金
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

4
月
末
現
在
、
2
，9
5
0
名
の
同

窓
生
か
ら
3
，9
0
0
万
円
を
超
え

る
募
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
期
間
は
わ
ず
か
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ど
う
か
同
期

の
皆
様
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
募

金
に
積
極
的
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
5
0
周
年
を
皆
様
と
共
に
祝
う
と

同
時
に
、
在
校
生
の
支
援
に
資
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同窓会ホームペー
ジからのオンライン
募金ができるように
なりました。
（一口5,000円〜）

「秋田高校創立150周年」広報　第2号 令和 5年 5月21日（1）



　

今
回
の
1
5
0
周
年
記
念
事
業

の
中
で
、
最
も
力
を
入
れ
よ
う
と

い
う
の
が
「
北
雄
の
翼
」
支
援
事

業
で
す
。

　
「
北
雄
の
翼
」
は
2
0
1
8
（
平

成
30
）
年
か
ら
、
同
窓
会
の
支
援

を
受
け
て
学
校
が
行
っ
て
い
る
海

外
研
修
で
す
。
初
年
度
は
28
人
、

2
年
目
は
43
人
の
秋
高
生
が
ア
メ

リ
カ
・
ボ
ス
ト
ン
の
タ
フ
ツ
大
学

（
明
石
康
元
国
連
事
務
次
長
の
母

校
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

参
加
す
る
生
徒
向
け
の
事
前
事

後
の
6
回
に
わ
た
る
学
習
会
も
効

果
的
で
、
し
っ
か
り
と
意
識
づ
け

を
し
た
う
え
で
参
加
す
る
シ
ス
テ

ム
も
構
築
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
英

語
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な

く
、
本
校
O
B
を
は
じ
め
現
地
で

活
躍
す
る
方
々
か
ら
直
接
う
か
が

う
熱
い
話
、
最
先
端
の
大
学
や
研

究
機
関
を
見
学
す
る
機
会
な
ど
、

多
種
多
様
な
刺
激
が
得
ら
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
寮
生
活
を
行
う
大
学
の
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
で
の
食
事
も
、
大
学

生
や
研
究
者
、
同
じ
よ
う
な
企
画

で
参
加
し
た
他
国
の
高
校
生
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

る
、
あ
る
い
は
未
熟
さ
を
突
き
付

け
ら
れ
る
貴
重
で
刺
激
的
な
機
会

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

当
時
副
校
長
と
し
て
こ
の
研
修

を
担
当
し
た
柘
植
敏
朗
校
長
は
、

「
何
よ
り
も
、
帰
国
後
の
生
徒
の

成
長
ぶ
り
に
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
り
、
短
期
間
で
見
違
え
る
ほ

ど
変
化
す
る
様
子
や
周
囲
の
生
徒

に
与
え
る
好
影
響
も
こ
の
企
画
の

す
ば
ら
し
さ
の
一
端
を
物
語
っ
て

い
る
。参
加
し
た
生
徒
の
中
に
は
、

卒
業
後
直
接
海
外
の
大
学
に
進
学

し
た
り
、
地
元
の
ま
ち
お
こ
し
・

活
性
化
の
た
め
に
廃
業
し
た
温
泉

を
地
域
の
力
を
借
り
て
復
活
さ
せ

る
活
動
を
始
め
た
者
な
ど
も
出
て

い
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

2
0
2
0
年
は
中
止
、
2
0
2
1

年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
2
0
2
2

年
は
東
京
で
実
施
し
ま
し
た
。
今

年
は
7
月
に
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ス
ト

ン
で
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
に
行
き
、
私
の
中
で
何
か
が
変
わ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
の
こ

と
。
滅
多
に
な
い
機
会
だ
と
思
い
、
思
い
切
っ
て
近
く
に
い
た
中
国
人
４
人
の
女
の
子
た
ち

に
話
し
か
け
た
。
彼
女
た
ち
は
、私
の
２
歳
年
下
だ
が
、明
ら
か
に
英
語
の
ス
キ
ル
が
高
か
っ

た
。
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
話
し
て
い
く
う
ち
に
、
中
国
の
文
化
や
彼
女
た
ち
が
日
本
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
話
が
弾
ん
だ
。
い
つ
の
間
に
か
普
通
の
友
達

の
よ
う
に
仲
良
く
な
っ
た
。
彼
女
た
ち
と
話
す
度
に
私
に
と
っ
て
よ
い
刺
激
と
な
り
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
同
時
に
相
手
が
た
と
え
外
国
人
で
も
、
自
分
の
考

え
を
一
生
懸
命
伝
え
れ
ば
、
心
も
通
じ
合
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

英
語
が
話
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
自

分
の
考
え
を
積
極
的
に
伝
え
よ
う
と

す
る
こ
と
だ
と
、
こ
の
研
修
を
通
し

て
学
ん
だ
。

　

�

同
窓
会
だ
よ
り
1
0
6
号
よ
り
再
掲

 

伝
え
る
力 

2
年
女
子

〜北雄の翼〜

人
材
の
育
成
に

�

O
B
の
力
を

2019研修に参加した生徒の感想

ハーバード大学にて

カフェテリアで。さまざまな
国の方と交流しました
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